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次
号
の
発
行
は
四
月
七
日
で
す
。

来
月
も
皆
様
と
紙
面
で
お
会
い
で
き
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

御
殿
堰

大
黒
天
便
り

山
形
市
中
心
市
街
を
流
れ

る
御
殿
堰
。
そ
の
豊
か
な
水
の

流
れ
を
見
守
っ
て
い
る
の
が
私

「
御
殿
堰
大
黒
天
」
で
す
。

「
大
黒
天
便
り
」
で
は
、
わ
た
し
大
黒
天
が
御
殿

堰
の
歴
史
・
季
節
の
話
題
・
生
活
の
知
恵
な
ど

『
な
る
ほ
ど
！
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
内
容
を

お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
第
一
九
号
で
す
。

山山山山
形形形形
ああああ
れれれれ
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山山山山
形形形形
城城城城
のののの
桜桜桜桜

雪
解
け
の
季
節
が
や
っ
て
き
て
、
春
の
到
来
を

心
待
ち
に
し
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
春
の
到
来
と
共
に
、
一
気
に
桜
の
花

が
咲
き
誇
り
ま
す
。

山
形
市
内
の
桜
の
名
所
『
霞
城
公
園
』
。

土
手
の
桜
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
で
枝
ぶ
り
も
よ
く
、

花
が
開
く
と
桜
の
ト
ン
ネ
ル
と
な
り
ま
す
。
こ
の

桜
は
日
露
戦
争
勝
利
記
念
と
し
て
植
え
ら
れ
た

も
の
。

古
城
の
跡
を
物
語
る
朽
ち
果
て
た
杉
の
切
り

株
は
、
戦
後
に
落
雷
を
恐
れ
て
切
り
取
ら
れ
た
跡

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
堀
の
水
が
枯
れ
始
め
た
た

め
に
切
り
倒
さ
れ
、
旧
兵
舎
（
山
形
二
中
・
三
中

及
び
母
子
寮
に
利
用
さ
れ
た
）
の
暖
房
用
に
活
用

さ
れ
た
の
だ
と
か
。

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
大
木
に
変
わ
り
、
土
手
の
上

に
桜
回
廊
を
創
り
だ
し
ま
す
。
城
の
中
で
本
丸
を

取
り
囲
む
形
で
昭
和
四
七
年
頃
か
ら
植
樹
さ
れ

ま
し
た
。

二
の
丸
の
土
手
の
西
側
に
あ
た
る
所
に
変

わ
っ
た
桜
の
老
大
樹
が
花
を
咲
か
せ
る
の
を
御

存
知
で
す
か
？

こ
の
桜
は
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
で
市
の
文
化

財
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
二
本
に
分
か
れ
て

い
ま
す
が
、
一
本
の
樹
木
で
根
元
の
周
り
は
お
よ

そ
七
メ
ー
ト
ル
・
高
さ
は
一
二
～
一
四
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
大
木
で
す
。

山
形
城
の
義
光
公
と
谷
地
城
主
白
鳥
十
郎
公

の
悲
劇
の
「
血
染
め
の
桜
」
と
兄
弟
分
で
、
山
形
城

の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
桜
で
す
。

土
手
の
周
囲
に
は
桜
以
外
の
大
木
と
し
て
、

榎
・
サ
イ
カ
チ
な
ど
も
観
ら
れ
ま
す
。
特
に
東
北

部
に
群
生
し
て
い
る
サ
イ
カ
チ
は
「
再
び
勝
つ
」

と
い
う
縁
起
と
し
て
城
の
中
に
必
ず
見
ら
れ
る

木
で
秋
に
な
る
と
長
く
て
大
き
い
豆
の
よ
う
な

実
が
な
り
ま
す
。
こ
の
実
は
石
鹸
の
な
い
時
代
に

洗
剤
代
わ
り
に
利
用
さ
れ
た
と
言
い
ま
す
。

◆◆◆◆
城城城城
下下下下
町町町町
やややや
まままま
がががが
たたたた
雛雛雛雛
まままま
つつつつ
りりりり
◆◆◆◆

【
期
間
】

二
月
二
四
日
（
金
）
～
三
月
一
八
日
（
日
）

※
各
施
設
に
よ
っ
て
休
館
日
が
異
な
り
ま
す
。

【
共
催
】

山
形
市
文
化
観
光
施
設
連
携
推
進
委
員
会

山
形
市
中
央
公
民
館

【
協
力
】

街
な
か
賑
わ
い
創
出
委
員
会

山
形
市
中
心
商
店
街
街
づ
く
り
協
議
会

【
内
容
】

詳
細
は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
1
）
大
時
代
雛
展

山
形
ま
る
ご
と
館

山
形
ま
な
び
館

七
日
町
御
殿
堰

文
翔
館

や
ま
が
た
伝
統
こ
け
し
館

山
形
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

●
享
保
雛
や
つ
る
し
雛
な
ど
の
展
示

※
各
施
設
に
よ
っ
て
展
示
物
が
異
な
り
ま
す
。

（
2
）
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

「
や
ま
が
た
街
な
か
雛
め
ぐ
り
」

参
加
店
を
廻
っ
て
キ
ー
ワ
ー
ド
を
完
成

さ
せ
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
ご
応
募
下
さ
い
。

●
景
品

蔵
王
温
泉
ペ
ア
宿
泊
券

舞
子
御
膳
ペ
ア
食
事
券
な
ど

※
期
間
終
了
後
に
抽
選
に
て
当
選
者
決
定
。

水
の
町
屋
御
殿
堰
で
は
、
手
作
り
の
吊
る
し

雛
を
展
示
し
て
ま
す
。

木
造
町
屋
の
板
壁
に
映
え
る
カ
ラ
フ
ル
な
吊

る
し
雛
を
楽
し
み
に
、
是
非
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。
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山
形
は
最
上
川
舟
運
の
発
展
に
よ
っ
て
「
雛
」

文
化
が
広
が
り
、
県
内
各
地
で
「
雛
」
に
ち
な
ん

だ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
形
市
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
「
城
下
町
や

ま
が
た
雛
ま
つ
り
」
と
題
し
、
中
心
市
街
地
の
文

化
観
光
施
設
と
商
店
街
が
連
携
し
て
開
催
致
し

ま
す
。

「
雛
ま
つ
り
」
を
通
し
て
、
日
本
文
化
の
奥

ゆ
か
し
さ
、
街
歩
き
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
？


